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上下水道工事での土砂崩落事故を

絶対に起 こ さ な い た め に

矢板を設置していない状態で
掘削溝に入らない！

｢地山の掘削作業主任者｣等の指示が

受注者の皆 さ ん

や ら な け れ ば な ら な い こ と

この 3点を必ず遵守し，

現場を進めて ください 。

死亡事故が起こ り得 ます 。

［掘削深1.5m以上/土留あり］

［掘削深を問わず］

あるまで掘削溝に入らない！

(｢地山の掘削作業主任者｣は掘削断面の監視を行い掘削範囲を指示すること！)

1.5m未満でも崩落の恐れがある

［掘削深1.5m未満/素掘］

状態で掘削溝に入らない！

(作業主任者等は掘削溝付近を常に監視し，土砂崩壊の前兆現象を見逃さない！)

遵守せずに掘削溝に入る事で



①開削工事における現場対応事例集
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「現場対応事例集」の目的

「土留め工法」で施工する上下水道局発注工事において，

● 想定と異なる現場条件が発生した場合の対応事例

● 他現場での矢板施工工夫事例

を受発注者で共通認識としておけば，不測の事態が発生した際の速やか且つ安全な
対応に繋がります｡

「現場対応事例集」の周知

「事前確認事項打合せ」時に「開削工事における安全教育資料」とともに監督職員から受注者に
説明を行います。

受注者は，事例集の内容を作業員にも周知し，「情報共有」しておくようにお願いします。

掘削したら転石や殻が多く，時間がかかってしまう。工程を省略しないと17時までに終わらない…

どうせ変更で計上してもらえないだろうし，無理して１日で済ませよう。

掘り進めたら矢板の根入れがとれないくらい風化岩が固くなってきた。

時間もないし，これくらいなら矢板なしで作業しても大丈夫だろう。

受発注者で対策の協議を！合わせて設計変更の協議も行います。

(発注者が現場に行けない場合も，受注者のみで判断せずに速やかに状況報告

を行う。)

危険！！

根入れが取れなくても工夫すれば安全に土留めできます。施工事例を確認！
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高知市上下水道局では，「安全に開削工事を施工するために何をすべきか」につ
いて，一般社団法人高知県建設業協会下水道部会に協力いただき，効果的な手法を検討しました。

その中で，

「掘削深が深いうえに地盤が固く１日で布設完了が見込めない場合に無理をしてしまうのでは」

「岩盤などで矢板の先行設置ができない場合に，どのように安全を確保するか？」

など，想定と異なる現場条件となった場合の「対応事例集」があれば，適切な安全管理に繋
がるのではないかと考えました。



想定と異なる現場条件が発生した場合の対応事例

【部分的に強固な岩盤が出現した場合】
●掘削や破砕に時間を要し，夕方17時までの作業完了が見込めない場合は，掘削途中
であっても一旦再生砕石で埋め戻し，２日目以降に管布設を行う。

対応事例

現場条件が当初から変わった（強固な岩盤または軟弱な地盤が出現等）ことにより17
時までに，その日の作業完了が見込めない
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標準日進量の見直し，岩掘削，埋め戻し，再掘削の手間と材料代，

交通誘導員増加分等について設計変更の協議を行います。
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【軟弱な地盤が出現した場合】
●掘削深度が1.5m未満であり，設計上は素掘である場合でも，肌落ち現象や崩壊が懸
念される場合は，必要に応じて矢板やパネル等を使用し，掘削溝の安全を確保する。

【その他】
●掘削溝に対し地下埋設物が横断し矢板の間隔が空く場合などは，部分的に横矢板を
設置する。また，舗装版や改良された路盤が掘削溝に崩落しないよう対策する。

●現場条件が当初の想定から変わった場合は，必ず発注者と協議を行い，掘削溝の安
全を確保する。



●パネル式簡易土留め方式を採用する。

対応事例 １

地盤が強固で軽量鋼矢板土留めの根入れがとれない。適切な対応は？
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土留め材施工手間，損料，掘削幅変更による

土工増分等は設計変更の対象とします。

●地表面に「矢板固定ガイド」を設置し，
掘削断面内に入らず矢板建込作業を行う。

矢板設置作業の参考にしてください。

●根入れ支持の代わりに支保工を増やす。

●掘削の途中でも，深さ1.5m以上になれば2段以上の
支保工を設置する。

支保工手間，損料は設計変更の対象とします。
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対応事例 ２

対応事例 ３

標準的な根入れ支持
による土留め施工時

根入れ長 20cm以上

※軽量鋼矢板の根入れ
が困難な場合は支保工
の段数増で対応する。
（掘削深で支保工段数

は決まっているが，根入
れ不可の場合は段数増
で対応する。 ）

根入れが困難な場合は…

【備考】

様々な工法がありますが，各簡易土留め工法の施工手順に沿って土留め工の施工
を行ってください。
(基本的な流れは，組立→たて込み→掘削→布設→埋戻し→引抜きとなっておりますが，

各工法により手順が異なるため，各工法の施工手順書やマニュアル通りに作業を進め
てください。)

標準
(根入あり)

根入れが困難

支保工段数増
(根入なし)

●最終掘削時も根入れが確保出来ない場合は
「支保工の段数増」などの対応をとること。

矢板固定ガイド
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●地表面に「矢板固定ガイド」を設置し，
掘削断面内に入らずに矢板建込作業を行う。

浅い箇所から地盤が不安定な場合に効果的

対応事例 ２

●掘削断面を拡げて転石・不安定土塊部を撤去する。

掘削したら大きな転石や不安定土塊が出現した
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土工増分は設計変更の対象とします。

転石や土塊の部分をあらかじめ
取り除き部分的に広く掘削

対応事例 １

矢板固定ガイド
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●掘削断面内の既設舗装版同士をパイプサポート等で支保し，落下防止対策を講じる

対応事例 ２

●落下の恐れがあるアスファルト舗装を亀裂の外側で切断し撤去する。

対応事例 １

既設のアスファルト舗装厚が30㎝と厚く，また縦断的に亀裂が入っていたこ
とから，掘削断面内へ舗装版が傾いて落下する恐れがあった。
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土工増分は設計変更の対象とします。

3
0
cm

W=0.8m

亀裂

亀裂

舗装版が掘削溝に
落下する恐れがある

切断

切断

W=0.8m

W=0.8m

3
0
cm

※緊急応急処置対策
として，水圧パイプサ
ポート等で支保する。

※落下のおそれがある
舗装版は事前に切断し
撤去する。

亀裂
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●土砂崩壊・肌落ち現象と安全対策(参考図)
●土砂崩壊防止と予防方法についてまとめ



②開削工事における安全教育資料
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「安全教育資料」の目的

上下水道開削工事では「掘削した溝に入り」「土留めを行って溝の中で作業を行い」
ます。

「地山の掘削」及び「土止め支保工」は必須の作業です。

これらの作業については，労働安全衛生規則『掘削作業等における危険の防止』の章
に様々な取り決めが規定されています。
にもかかわらず，開削工事での作業中に起こる事故は後を絶ちません。

「このような事故を２度と起こさない」という決意から，高知市上下水道局では，開削
工事における安全管理の取り組みとして

「安全教育資料」の活用

現場代理人又は主任技術者は，「第１回安全教育」等で全作業員に周知し，「情報
共有」することとしてください。
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についてとりまとめ，受発注者で共通認識とし，安全意識の継続を徹底することを
推進していきます。

掘削断面への立入り前に確認すべき事項

「安全管理の見える化」と「現場内でのコミュニケーション」



掘削断面への立入り前に確認すべき事項

発注者は工事に関する留意事項や現場状況について情報提供し，「現場対応事例
集」「安全管理資料」「開削工における事故事例」について説明を行う。

●布設法線と近接する地下埋設物の状況について，監督職員が受注者に説明する。また，
試掘を行う場合は地山の状況も確認することを打合せで確認する。

●受注者は打合せ内容を踏まえて「地山点検者」「地山の掘削作業主任者・土止め支保
工作業主任者」と施工計画を立案する。

●監督職員の現場立会時に，掘削深を計測し，1.5mを超えて土留めを行っていない事例
が確認された場合は，指示簿を出すこととする旨を打合せ簿等に記載する。

01
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①事前確認事項打合せ

③総括打合せ時

ⅰ) 当該現場での「施工方法」について，受発注者で内容確認を行う。
ⅱ) 「現場の留意事項」「危険個所」等について受発注者で再確認する。

④第１回安全教育

受注者の現場責任者は，「現場対応事例集」「安全管理資料」「開削工における事故事例」の

内容説明を行うとともに，受発注者で共有した当該現場での「留意事項」について，全作業
員に周知を行い，記録に残す。

新規入場者にはその都度内容について安全教育を実施し周知する。

②施工計画書の作成

一連の作業について，次の事項を明らかにした掘削土留め作業計画を作成し施工計画
書に反映させる。また，作業計画を全作業員で確認する。

ⅰ) 作業の種類及び手順
ⅱ) 作業員が溝内に立ち入る時期（「地山点検者」「地山の掘削作業主任者・土止め支保工

作業主任者」等の指示後）及び作業内容

ⅲ) 使用する機械の種類及び必要台数

ⅳ) 溝内作業と溝掘削作業及び土留め支保工等の建込み，引き抜きの作業の関連

「施工方法」の章に「「現場対応事例集」に記載された事項を念頭に置き，想定と異な
る現場条件が発生した場合は，速やかに監督職員に報告し，現場対応及び設計変更協議
を実施する。」と記載すること。



掘削作業の各責任者は腕章を着用すること。
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⑤現場作業時

「地山点検者」 「地山の掘削作業主任者・土止め支保工作業主任者」等の役割

掘削深2m以上 土留め作業有

ⅰ) 掘削土留め作業の方法を決定し，作業を直接指揮すること。

ⅱ) 器具及び工具を点検し，不良品を取り除くこと。

ⅲ) 要求性能墜落制止用器具等及び保護帽の使用状況を監視すること。

ⅳ)地山の状況を監視し，掘削深1.5m未満であっても安全のため土留めを設置するなどの

適切な対応を指示すること。

ⅴ) 地山の状態及び土留め設置完了後掘削断面内の安全を確認した後

「掘削断面に入っての作業開始」の指示を行うこと。

朝礼・KY活動

●必ず「掘削断面への立ち入りは「地山点検者」「地山の掘削作業主任者・土止め支保工作業
主任者」等の指示の下行う」ことを確認すること。

●土留め作業の確認とともに近接する地下埋設物の位置や土質等の留意事項とその対応の
確認を行う。

作業開始

掘削深2m未満

●「地山点検者」「地山の掘削作業主任者・土止め支保工作業主任者」等は地山の状況を監視
し，安全を確認した後「掘削断面に入っての作業開始」の指示を行うこと。

●掘削面に亀裂や側面の膨らみ等が見られたら，速やかに作業を中止し，断面内から撤収す
ること。

その場合は，地上からの不安定土塊の取り除きや土留め等必要な対策を実施し， 「地山点

検者」「地山の掘削作業主任者・土止め支保工作業主任者」等が安全を確認した段階で掘削
断面に入り作業を行うこと。



02
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「土留設置前に掘削断面に立入るな！」

「地山の状況を確認する！」

「全員で声掛け，監視を徹底！」 ・・・etc

の推奨

毎日の声がけで「慣れ」「気の緩み」から緊張感を取り戻す。

安全の意識を持ち続けるために

②施工現場内での「安全確認ポスター」の掲示

「安全管理の見える化」と「コミュニケーション」

掘削断面内に入る前に

地盤確認！

土留め確認！

ヨシ，安全！

ポスター例

現作業員が毎日意識付けできるよう，現場内の目につく場所に掲示する。

声に出す「安全」

①朝礼・KY活動での「安全標語の唱和」
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発注者・受注者は共に「工事を安全に完成させる」という同じ目標をもって仕事を
進めていることを意識し，トラブル時には適切に「報告・連絡・相談」を行うこと。
日頃からのコミュニケーションと情報共有が安全意識の継続や事故の事前防止に繋が
ります。何かあったらすぐ相談！

トラブル・困難の速やかな共有

④受発注者間・元請下請間のコミュニケーション

受発注者で安全確認

③土留め点検チェックリスト
・受注者は作業日毎に「土留め点検チェックリスト」でチェックを行うこと。
・月１回は「土留め点検チェックリスト」と確認状況写真を監督職員に提出すること。
・監督職員は月１回「土留め点検チェックリスト」による現場確認を行うこと。

(例)



最後に

施工中に想定と異なる現場条件が発生した場合，速やかに監督職員に報告してください。

監督職員は現場確認し，現場対応方法及び設計変更について受発注者で協議します。

掘削断面に入って作業を行い，側面が崩落し作業員の方が死亡する事故は
後を絶ちません。

掘削深に関わらず，側面は崩落する可能性があります。

崩落に巻き込まれたら死に至る重大事故となります。

自分自身と大切な仲間を守るためにも，

確実な土留めの先行設置を厳守しましょう。
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最後に

① 本資料は各現場での安全教育や管理を充実し，土砂崩壊事故の発
生を防止をするため，一般社団法人高知県建設業協会下水道部会の
意見等を参考に，高知市上下水道局が作成しました。

② 現場を安全に施工することは，あくまでも受注者の責務でありますの
で，現場条件に応じた適切な安全対策をお願いします。



③開削工事における事故事例集(資料)
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「開削工事における死亡事故事例」の目的

下水道工事に関係する死亡事故及び休業４日以上の負傷事故は，国交省に報告することとなっています。

【事故情報の広報】
国交省HP「下水道セーフティネット」に月ごとの工事件数と事故原因及び死亡事故の詳細情報と再発防

止策が掲載されています。

令和５年11月に高知市上下水道局発注工事で発生した死亡事故も掲載されています。今後，このような
事故を二度と起こさないよう，高知市上下水道局では，国交省HPに掲載された事故報告のうち，

「土砂崩落」に類類型された死亡事故の事例集と事故集計表を作成しました。

開削工事を行う受注者の方は，必ず内容を確認し

安全教育において全作業員で共有することとします。

●下水道工事における事故の未然防止

● 下水道工事における安全対策の必要性の再認識

以上２点を念頭に，安全意識の醸成を図って事故の未然防
止に努めていただくようお願いします。



18



19



20



21



22

既設地下埋設物に近接時の掘削は要注意！

※掘削深が浅くても，舗装版・安定処理した路盤が落下すると重大事故になります。
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※本資料の「土砂崩落」に分類される事故集計及び事故事例については，以下を参考に，一部編集・加工
して作成しています。

出典：セーフティーネット-上下水道 【国土交通省ウェブサイト】
https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/crd_sewerage_tk_000005.html

https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/crd_sewerage_tk_000005.html

